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自宅の台所で撮影。「いまも食事は自炊しているが、最近はもっぱら生協の惣菜が多くなって、材料

からつくることはしないなあ」と苦笑されます。今年１月25日で91歳になられました。
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憲法の前文には、「われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存

する権利を有することを確認する」とあり、通常「平和的生存権」と呼ばれています。

大切なことは、単に「平和に生きる」ということだけではなく、日本国民にとどまらず、日本国内に

おられる全ての人にとって、生存に必要な諸条件に欠けることなく生活する権利があるということを、

私たちが確認しているかどうかです。そのことを強く意識しないといけない、と話されました。



自宅に伺ったのは３月14日でした。東日本大地震のすぐ直後だったので、そのことも話題にのぼり

ました。小川
おがわ

政亮
まさあき

さんは著書の『社会事業法制第４版』を書庫に取りに行かれ、災害救助法を示しなが

ら「災害支援は、社会事業だということを忘れてはならない。国家責任が問われている。『福祉のひろ

ば』でもこの問題を取り扱うようにぜひ、検討しなさい」と言われました。



写真は小川政亮さんが11歳の頃、父恂臧
じゅんぞう

さんによる撮影だそうです。いまでも自宅には家族写真や

恂臧さんの写真、日誌、資料や記録などが大切に残されています。

新連載の「小川政亮 第一部 父恂臧」は、６月号から小川政亮さん自らが執筆されます。小川政亮さ

んは、父恂臧さんが初代浪速少年院院長として赴任し、多摩少年院院長に転任されるまでの12年間、

３歳から15歳までを大阪で過ごされました。 （写真・文　下野祇園）
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第17回社会福祉研究交流集会は8/27～28に京都で 44

●連載●
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連載・小川政亮　 第一部　父　恂臧
じゅんぞう

（２） 52
わらじ医者　早川一光の「よろず診療所日誌」
私の地域医療（その25） 早川　一光 56
よりあって　おりあって──宅老所よりあい物語──
一緒に歩くことでわかること　 下村恵美子 58
育つ風景 被災地から 清水　玲子 60
野口雨情──名作の底に流れるもの──
第２回『柿』 奈良　達雄 62
映画案内 『木洩れ日の家で』 吉村　英夫 64
現代の貧困を訪ねて 大震災と貧困・野宿 生田　武志 66
海外社会保障事情
北欧で見た通常学校における特別な教育 中村　尚子 68

私の研究ノート 福祉労働者のメンタルヘルスケアと主体形成 深谷　弘和 70
ホームレスから日本を見れば ありむら潜 72
花咲け！男やもめ 川口モトコ 74
地域から現場から
LED付音響装置の普及で安全な道路横断を 西村登代子 75

今月の本棚　55／みんなのポスト　46／しりとりであそぼう！　73／
福祉の動き 76
●グラビア●いま､大切にしなければならない憲法の平和的生存権と

生存・生活権～小川政亮さん（91歳）自宅にて～

●表紙の絵と写真●
神門やす子

写真は下北半島を上空から
撮影したもの（下野祇園）

●カット●
川本　浩・田上明子



三
月
一
一
日
午
後
二
時
四
六
分
頃
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
津
波
に
よ
る

被
害
は
、
四
月
五
日
現
在
で
死
者
一
万
二
四
三
一
人
、
行
方
不
明
者
一
万
五
一
五
三
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ

れ
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
辛
苦
を
体
験
さ
れ
て
い
る
多
く
の
方
々
、
そ
の
な
か
に
は
『
福
祉
の
ひ
ろ
ば
』
読
者
と
家
族
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
害
の
規
模
は
、
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
の
大
地
震
に
よ
る
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
死
者
六
四
三
四
人
、
行
方
不
明
者
三
人
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
で
す
。
し
か
も
、
被
害
の
全
貌
は
ま
だ
解
明
途

上
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
六
日
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
三
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
と
津

波
に
よ
り
イ
ン
ド
洋
沿
岸
一
〇
か
国
以
上
の
地
域
に
お
い
て
発
生
し
た
、
死
者
・
行
方
不
明
者
二
二
万
人
の
被
害
や
、
二

〇
〇
八
年
七
月
二
二
日
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
八
の
四
川

し
せ
ん

大
地
震
に
よ
る
死
者
六
万
九
一
九
七
人
、
行
方
不

明
者
一
万
八
二
二
二
人
の
規
模
（
中
国
民
生
部
発
表
）
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
の
広
が
り
が
も
た
ら
す
被
害

の
波
及
で
す
。
上
水
へ
の
影
響
や
農
業
・
畜
産
業
へ
の
影
響
が
広
範
囲
に
わ
た
り
、
汚
染
水
が
海
へ
漏
出
し
、
漁
業
資
源

へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

幸
い
に
も
生
還
し
た
人
に
と
っ
て
も
、
住
居
の
喪
失
や
家
族
や
友
人
や
近
隣
の
人
た
ち
の
喪
失
、
仕
事
場
の
喪
失
と
い
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東
日
本
大
震
災
が
示
す
も
の

『
福
祉
の
ひ
ろ
ば
』
編
集
人
　
石
倉
い
し
く
ら

康
次
や
す
じ



う
苦
難
に
直
面
し
、
精
神
と
肉
体
の
健
康
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
の
製
造
業
生
産
拠
点
の
被
害

は
国
内
産
業
や
海
外
の
部
品
提
供
を
し
て
い
る
生
産
部
門
に
波
及
し
、
経
済
活
動
へ
の
影
響
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
の
役
場
・
職
員
・
議
員
ご
と
津
波
に
流
さ
れ
た
自
治
体
。
市
町
村
合
併
を
進
め
た
た
め
の
、
地
域
住
民
の
被
害

状
況
の
把
握
の
遅
れ
。
国
の
総
合
的
な
対
応
体
制
確
立
の
遅
さ
、
原
発
の
被
害
予
測
を
甘
く
み
た
電
力
会
社
の
後
手
後
手

の
対
応
、
損
壊
し
た
原
発
の
応
急
措
置
に
動
員
さ
れ
る
作
業
員
に
危
険
性
を
正
確
に
伝
え
な
い
労
働
者
軽
視
の
企
業
体
質
。

ま
さ
に
戦
後
日
本
の
国
家
と
企
業
体
制
の
弱
さ
が
危
機
と
背
中
合
わ
せ
の
か
た
ち
で
露
呈
し
た
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
、

一
八
三
六
人
の
死
亡
者
と
七
〇
五
人
の
行
方
不
明
者
を
出
し
た
と
さ
れ
る
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
に
よ
る
被
害
対
策

の
ず
さ
ん
さ
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
保
守
党
政
権
を
揺
る
が
し
、
伝
統
的
に
保
守
党
の
地
盤
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
南
部
で
の
政
治

的
変
化
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
も
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。

し
か
し
他
方
で
、
被
災
者
を
救
援
す
る
た
め
の
全
国
各
地
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
素
早
い
立
ち
上
が
り
や
、

福
祉
関
係
者
や
保
健
・
医
療
関
係
者
の
献
身
的
な
働
き
、
原
発
の
被
害
を
抑
え
よ
う
と
危
険
な
作
業
に
挑
む
消
防
隊
員
や

自
衛
隊
員
の
献
身
的
な
活
動
な
ど
、
日
本
社
会
の
強
さ
と
希
望
の
所
在

あ
り
か

も
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
両
面
に
つ
い
て
の

検
証
作
業
を
き
っ
ち
り
行
う
こ
と
が
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
人
の
命
に
真
に
報
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

日
本
国
憲
法
二
五
条
に
は
、「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。
国
は
、

す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
り
ま
す
。
被
災
者
生
活
の
支
援
と
復
興
に
お
い
て
も
、
こ
の
規
範
を
原
則
に
し
、
国
・
地
方
自
治
体
は
先
頭
に
立
っ

て
そ
の
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
時
に
、
も
っ
と
も
犠
牲
を
こ
う
む
り
や
す
い
高
齢
者
や
障
害
者
や
子
ど
も
た
ち
の
命
と
健

康
を
守
り
、
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
回
復
す
る
た
め
に
、
社
会
福
祉
の
関
係
者
は
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
支
援
活
動
の

推
進
と
、
そ
れ
を
通
じ
て
把
握
し
た
隠
れ
た
実
態
や
支
援
課
題
の
情
報
発
信
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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児
童
養
護
施
設
は
い
ま（
Ⅱ
）

タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
の
ラ
ン
ド
セ
ル
寄
贈
な
ど
で
、
児
童
養
護
施
設
の
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
紹
介

さ
れ
、
一
気
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
児
童
虐
待
の
深
刻
さ
と
そ
の
対
応
策
と
し

て
の
児
童
相
談
所
の
一
時
保
護
、
及
び
児
童
養
護
施
設
等
へ
の
一
時
保
護
委
託
問
題
な
ど
が
切
迫
し
、

そ
の
解
決
が
地
方
自
治
体
か
ら
国
へ
も
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
（
二
〇
一
一
年
二
月
一
八
日
）
に
お
い
て
は
、
社
会
的
養
護
の
現
状
、

及
び
社
会
的
養
護
の
充
実
の
た
め
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
、「
社
会
的
養
護
に
係
る
児
童
福
祉
施
設
最

低
基
準
の
当
面
の
見
直
し
案
」
が
提
示
さ
れ
、
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
部
マ
ス
コ
ミ
で
は
、「
三
十
数
年
ぶ
り
の
最
低
基
準
の
引
上
げ
」「
入
所
児
童
の
居
室
面
積
拡
張
」

な
ど
と
報
道
さ
れ
、
関
係
者
に
大
き
な
期
待
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
誌
で
は
、
障
害
者
自
立

支
援
法
廃
止
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
な
ど
を
公
約
し
た
政
府
与
党
が
、
実
際
に
は
約
束
を
反
故

ほ

ご

に
す
る
動
き
の
な
か
で
、
今
回
の
児
童
福
祉
施
設
の
最
低
基
準
改
定
を
諸
手

も
ろ
て

を
挙
げ
て
喜
ん
で
よ
い
も

の
か
？
　
と
考
え
ざ
る
を
得
ず
、
検
討
内
容
や
提
案
を
正
確
に
把
握
し
、
児
童
養
護
問
題
の
本
格
的
な

解
決
へ
と
結
び
つ
く
よ
う
な
提
起
や
運
動
へ
の
激
励
を
行
う
こ
と
が
現
時
点
で
は
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

座談会
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施　設　職　員：尾道
おのみち

敦子
あつ こ

（大阪福祉事業財団 高鷲学園 事務長）

施設生活経験者：山田
やまだ

優
ゆう

（大阪福祉事業財団 高槻温心寮 支援員）

研　　究　　者：堀場
ほりば

純矢
じゅんや

（日本福祉大学 社会福祉学部 准教授）

聞　　き　　手：黒田
くろだ

孝彦
たかひこ

（本誌編集主幹）

【出席者】
今
号
で
は
、
こ
の
よ
う
に
俎
上

そ
じ
ょ
う

に
の
ぼ
っ
た
児
童
養
護
問
題
の
改
善
の
動
き
を
、
小
手
先
の
手
直
し

に
留
め
ず
に
、
本
格
的
に
改
善
さ
せ
る
こ
と
を
提
示
し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
養
護
施
設
生
活
経
験
者
が
、

そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て
、
社
会
的
支
援
が
な
く
、
厳
し
い
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
も
告
発
し
、

憲
法
二
五
条
に
基
づ
く
、
国
民
の
豊
か
な
生
活
権
、
生
存
権
保
障
が
こ
の
問
題
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
発
信
し
ま
す
。

（
編
集
主
幹
）


